
社会保障制度改革国民会議における国民健康保険の議論について 

社会保障制度改革国民会議において、国民健康保険等医療保険制

度の抜本的な改革に向けた議論が進められているところである。 

全国知事会としては、第５回社会保障制度改革国民会議において

申し入れたとおり、国保について、保険料、被用者保険との財政調

整、公費投入等をいかに組み合わせて持続可能な制度を実現するの

か、その方針の明確化が必須であり、保険者のあり方については、

国の定率負担の引上げや安定財源の確保を図ることなどにより、構

造的な問題を早急に解決した上で検討すべきものと考える。 

これまで、社会保障制度改革国民会議では、大前提である構造的

な問題の抜本的解決について十分な議論を尽くす前に、保険者のあ

り方の議論に終始しているように見受けられるが、言うまでもなく

保険者を都道府県とするだけでは、問題を先送りするだけで、持続

可能な制度の構築には、ほど遠いものである。 

都道府県としては、医療保険における最後のセーフティネットで

ある国保が持続可能な制度となるよう、抜本的な改革に市町村とと

もにしっかり取り組んでいく考えである。社会保障制度改革国民会

議においては、真に持続可能な制度の構築に向けた、本質的かつ本

格的な検討がなされることを望む。 
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